
令和６年１０月１７日(木)令和６年１０月１７日(木)
日時

１３時００分～１６時２０分

場所

定員

矢吹町複合施設ＫＯＫＯＴＴＯ

３０名程度（先着順）

対象 子どもの読書活動に関わる方・関心のある方

受付 開会式

講話

浪江町ものがたり伝え隊
石井 絹江 氏
岡 洋子 氏

休憩

講義・演習

絵本よみきかせセラピスト Ｒ
山田 昭彦 氏

閉会式

13:00 13:20 13:30 14:30 14:40 16:10 16:20

日程

令和６年度 ふくしまの未来をひらく読書の力プロジェクト

講師の紹介と参加申し込みにつきましては裏面をご覧ください。
申し込み先：福島県教育庁県南教育事務所 申し込み〆切：10月７日(月)

無料
参加費

震災の実話をもとにした紙芝居とアニメーションに
よる読み聞かせを行います。

「絵本よみきかせセラピーＲ ～絵本を通して自分の
心と向き合い新たな可能性を生み出す～」と題して
講義・演習を行います。



【読書活動支援者育成事業 地区別研修】

【期 日】 令和６年１０月１７日（木）
【会 場】 矢吹町複合施設KOKOTTO（ココット）〔西白河郡矢吹町本町１６５番地〕
【日 程】 １３：００～１３：２０ 受付

１３：２０～１３：３０ 開会式
１３：３０～１４：３０ 講話
１４：４０～１６：１０ 講義・演習
１６：１０～１６：２０ 閉会式

【持参物】 飲み物 筆記用具

【講師の紹介】

（浪江まち物語つたえ隊）石井 絹江 氏、岡 洋子 氏
、浪江まち物語つたえ隊は、避難生活で孤立感が増す住民に癒やしを届けるために、昔話を紙芝居にした

ことがきっかけとなり始まりました。それが話題となり、各地での講話をしていく中で、震災時の実話や人

々の思い、避難生活での暮らしを伝える作品も加えて活動するようになりました。震災の記憶を風化させな
いよう、子ども達にも分かりやすい内容の紙芝居を披露して下さいます。

（絵本よみきかせセラピスト 、絵本よみきかせマイスター 、心理カウンセラー）山田 昭彦 氏 Ｒ Ｒ

茨城県日立市出身。フィットネスクラブ等での水泳指導、ホテルマンに勤務後、平成２６年から３年間、伊達市地

域おこし支援員を務められました。これまでに、伊達市を中心に絵本の読み聞かせや運動指導を実施。県内外に

読み聞かせボランティアの養成にも携わっています。本研修会では、参加者に をおいて 絵本よみきかせセラピー Ｒ

実際に体験して頂き、日頃の活動に活かすことができるような講義・演習を予定しています。

【お申し込み方法】

・ＱRコードで ・電話で ０２４８－２３－１６６６

・メールで（FAXでの申し込み内容を参考にしてください。）
kennan.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp

・FAXで 0248ｰ23ｰ1668 ※このまま送信してください。

ふりがな

電話番号氏名

住所

所属しているボランティア団体等

☑◎事前アンケートにご協力ください。あてはまるものに を付けてください。（複数可）

１読み聞かせの対象は？ □乳児と保護者 □幼児 □小学校低学年 □小学校高学年
□中学生 □その他（具体的に ）

２活動場所は？ 子育て支援施設 □幼稚園・保育園 □小学校 □学童保育□
□中学校 □図書館 □その他（具体的に ）

３内容は？ 朝読書 □授業 □イベント（図書館祭など）□
その他（具体的に ）□

４ □心構え □本選びのコツ □集中させる技術この研修で学びたいことは？
□その他（具体的に ）

※ ご記入いただいた個人情報は、本事業の参加にかかわる目的以外には使用しません。

申し込み・お問い合わせ
〒961-0971 福島県白河市昭和町２６９ ＴＥＬ 0248‐23‐1666
福島県教育庁県南教育事務所 総務社会教育課（担当 君島 理恵）

申し込み〆切

10月７日（月）


